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特
集試作と実験をしない仮想自動車開発へ

発行日（発行月1日）よ
り特集記事の抄録を
スマートフォンでご
覧いただけます．

技 術 の 窓 2
安全な交通社会を目指して
上地幸一（本田技研工業）
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　自動車の発展のカギを握るもの．
それは進化し続けるエレクトロニクス技術です．

乞うご期待！！

イノベーションする自動車エレクトロニクス次号特集

技 術 会 通 信
会員 �  122

会議予定 � 123

株式会社 司測研

PMフィルター
自動秤量システム

Model : AH500E

←左のコードからシステムの動きを
　確認できます

ロボットアームによる正確な秤量動作

な るほど のコ ー ナ ー
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今 月 の 表 紙

車名・型式 ヤマハ　トリシティ300・
2BL-SH15J

全長(mm) 2,250

全幅(mm) 815

全高(mm) 1,470

車両重量(kg) 237

車両定員(名) 2

最小回転半径(m) 3.2

総排気量（cm3） 292

最高出力（kW/rpm） 21kW（29PS）/7,250r/min

最大トルク（Nm/rpm） 29N・m（3.0kgf・m）/5,750r/min
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Virtual car development goes without prototype testing特 集

試作と実験をしない仮想自動車開発へ

今後ますます進化が求められる自動車開発において，
これらを支えるデジタル開発の注目技術を紹介します．

自 動 車
A R C H I V E S

（ヤマハ発動機）

【自動車ARCHIVES】 未来につながる,今を走る．

〈お知らせ〉連載　「モーターサイクル工学基礎講座」は，本号は休載いたします

超 の 世 界 強磁性体を用いた音響整流素子
大谷義近・許　明然・ホルヘ プエブラ（理化学研究所） 108

リレー エッセイ

学生フォーミュラの
日 々 そ し て 今

自分で考え手を動かして得た経験
住中　真（トヨタ自動車） 116

4月号目次.indd   3 21/03/24   9:42


